
今月は体内時計に関する研究をご紹介します。メンタル不調の初期には睡眠障害が 

みられることが多いです。弊社 my-Mental のセルフケア情報などでは睡眠改善の 

ために、朝起きたときにはカーテンを開け日光を浴びることで体内リズムを整える 

ようアドバイスしています。本研究は、体内時計に関する新たな研究です。是非お 

読みください。 

 

 

体内時計を安定化する新しい仕組みを発見 
－高温で波形がひずむことで体内時計の周期は保たれる－ 
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理化学研究所（理研）数理創造プログラムの儀保伸吾特別研究員と黒澤元研究員の 
研究チームは、体内時計が温度によらず約 24 時間周期で時を刻むメカニズムには、 
生体分子の振動波形のひずみが重要であることを発見しました。 
本研究の成果は、これまでの体内時計の研究にはない新しい着眼点です。今後、生 
体分子の時系列波形についての高精度な測定による実験検証が行なわれれば、波形 
の解析による体内時計の詳細なメカニズムの解明につながると期待できます。 
地球上の多くの生物は、地球環境の 1 日の変化に適応するために、約 24 時間周期 
の体内時計を持っています。生物の体内時計は、化学反応のネットワークによって 
構成されています。一般に、温度が高くなるほど化学反応は速く進みますが、体内 
時計の周期は温度によらず約 24 時間でほとんど変わりません。この性質は、「体内 
時計の温度補償性」と呼ばれています。 
今回、研究チームは、体内時計の数理モデルを解析し、化学反応の速さと体内時計 
の周期との関係式を導き出しました。その結果、温度が高くなっても周期が安定で 
あるためには、温度が高くなるとともに生体分子の振動波形がサイン波よりひずむ 
ことが必要であるということが分かりました。 
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